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序

 本報告書は,山形県教育委員会が山形県農林部の委託を受けて,昭和53・54年

 度に実施した後田遺跡ほか1遺跡の発掘調査の成果をまとめたものであります。

 出羽富士「鳥海山」を北に仰ぐ庄内平野は,日本でも屈指の穀倉地帯であり,

 長年にわたり人々が生産の向上をめざして農業を営んでこられたところでありま

 す。昭和40年代の後半から着手された農村基盤総合整備パイロット事業(庄内地

 区)もそのご努力の一環であり,現在付近の水田は三反歩一枚の近代的ほ場とし

 て急速に変貌しつつあります。

 またこの地一帯は,国指定史跡として古代出羽国の国府に撰定されている「城

 輪柵跡」をはじめ,古代の建築部材を埋設している「堂の前遺跡」など,平安時

 代を主とした埋蔵文化財の宝庫でもあります。貴重な先人の文化遺産を保護し活

 用するとともに未来へ伝えてゆくことは,現代に生きる私どもの責務であります。

 県教育委員会においては,生活文化の向上と地域環境の整備という観点から,今

 後とも文化財保護のために努力を続けてまいる所在であります。本書が埋蔵文化

 財に対する保護思想の普及もかねて,皆さまのご理解の一助となれば幸いと存じ

 ます。

 最後に,調査にあたって多大な御協力をいただいた関係各位に,心から感謝を

 申し上げます。

 昭和58年3月

山形県教育委員会

教育長大竹正治



例言
 1本報告書は,山形県教育委員会が昭和53・54年に実施した,農村基盤総合整備パイロ

 ット事業(庄内地区)に関連する後田遺跡と俵田遺跡の緊急発掘調査報告書である。

 2本報告書における俵田遺跡の報告については概報にとどめ,遺構・遺物の詳細は昭和

 58年度俵田遺跡第2次発掘調査報告書に記載する。

 3挿図縮尺は,建物跡については1/120,井戸跡については1/20,土壙については1/

 40を原則とし,各々にスケールを示した。遺物挿図・遺物図版については1/3,1/6を

 原則とした。一部異るものもあるが,その場合は縮尺値を記入してある。遺物のうち断

 面を黒く塗りつぶしてあるものは須恵器を表している。

 挿図中の遺構の略記号は,SB-建物跡,SA-柱列ないし板列,SE-井戸跡,S

 K-土壙,SD-溝状遺構,EB-建物跡を構成する柱穴,EP-その他の柱穴とした。

 遺構番号は各遺跡毎に1から始まり,後田遺跡については1次調査を1から600番,2次

 調査を601番から始まる一連番号とした。

 表中の遺物計測値のうち,()内の数字は図上復元による推定値である。

 4調査は山形県教育委員会が主体となり,山形県教育庁文化課の下記職員が担当した。

 後田遺跡1次調査佐藤庄一・手塚孝・尾形與典

 後田遺跡2次調査佐々木洋治・大類誠・尾形與典

 俵田遺跡佐藤庄一・手塚孝・尾形與典

 5本報告書の作成は,山形県教育庁庄内教育事務所埋蔵文化財分室があたり,佐藤庄一・

 野尻侃・安部実が担当・執筆した。編集は野尻侃,写真図版は安部実があたり

 全体を佐藤庄一が総括した。実測図や挿図・表の作成については,庄司功・吉村加代

 子・阿部弥生・小池敏美・水落みち子がこれを補助した。

 6調査に際しては,山形県農林部・八幡町教育委員会など関係諸機関の協力を得た。
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 Ⅰ立地と環境

 日本有数の大河である最上川は,庄内平野を刻みこむように緩やかな曲流を示しつつ西

 下し,日本海に注いでいる。飽海地方ともよばれる庄内平野の北半部の地形は,大きく東
 から(1)出羽丘陵,(2)庄内北部河間低地,(3)酒田北部三角洲,(4)庄内北部
 砂丘の4つに分けられる。庄内北部河間低地は,さらに自然堤防・後背湿地・狭義の河間
 低地の3つに細分される。

 平安時代の遺跡の大半は,狭義の河間低地上に立地し,自然堤防上にある遺跡は酒田市
 城輪柵跡と同大槻新田遺跡の2例だけである。本書で報告する八幡町後田遺跡・同俵田遺

 跡も標高10～15mの狭義の河間低地上に立地する。各遺跡を覆う表層の地質は,粗砂とシ

 ルトおよび粘土からなる沖積層で,かなりグライ土壌化が進んでいる。

 後田遺跡の西方750mには平安時代の出現国府と推定される国指定史跡城輪柵跡があり,
 その東西主軸線延長上に,八幡町八森遺跡・同堂の前遺跡・酒田市庭田遺跡などの重要な遺跡

 が分布する(第1図)。堂の前遺跡はまだ確証に乏しいが出羽国分寺の可能性があり,八
 森遺跡についても「三代実録」仁和三年条による「旧府近側高散之地」の説がある。
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 Ⅱ後田遺跡

 1調査の概要

 (1)調査の経過(第2図,図版1・2)
まんどころ

 後田遺跡は,山形県飽海郡八幡町大字政所字後田および遠沖に所在し,政所部落北東部

 に位置する。地元の人々の間では古くから土器などが出土することで知られていたが,正

 式には山形県教育委員会が昭和48年に実施した庄内広域営農団地農道整備事業の分布調査

 によって確認されたものである。遺跡の範囲は,遺物の散布状況や試掘調査の内容から,

 東西240m,南北300mに及び,東端が堂の前遺跡に接するものと推定される。

 地形的には庄内北部河間低地域にあたり,標高14～15mの微高地上に立地する。地目は

 ほとんど水田であるが,一部道路敷や用排水路も含まれる。

 この地域に昭和53・54年に農村基盤総合整備パイロット事業(庄内地区)がかかること

 になったため,県教育委員会が県農林部など関係諸機関と協議の結果,パイロット事業の

 施工年次に合わせ,事前に緊急発掘調査を実施することになったものである。調査は山形県教

 育委員会が主体になり,八幡町教育委員会の協力を得て,昭和53年5月29日から同年8月

 13日までと,昭和54年4月撃日から同年6月14日までの2次にわたり実施した。昭和53年
 度の1次調査は遺跡の南半約36,000㎡を対象にしたもので、実質54日間で延べ3,140㎡を発

 掘した。昭和54年度の2次調査は遺跡の北半約18,000㎡を対象にしたもので,実質33日間
 で延べ856㎡を発掘した。

 発掘区の地区割りは,東隣りにあたる堂の前遺跡の座標軸をそのまま延長して使用した。

 南北方向は,起点から南に2m毎に1・2・'3……299・300区とし,東西方向は,起点から
 東へ50mごとにⅠ・Ⅱ・Ⅲ,西へ50m毎に50・49・48の大区を設け,それぞれをさらに2

 m毎に区割りして,西から東へA・B・C……Y区とした。これらの呼称は,2m四方の
 グリッドを単位として行ない,たとえばⅡA251区,49D226区と表している。なお南北基
 準線の方位は真北に合せている。

 1・2次調査とも最初調査対象地区全体にほぼ25m毎に1mないし2m四方の坪掘りを
 行ない,遺構や遺物の分布状況を調べ,つぎにその濃密個所を精査地区として選定してい
 る。1次調査では,精査地区の東半部(IA～IT-251～277G)に,掘立柱建物跡12棟デ
 倉庫跡1棟,井戸跡2基,土壙26基,溝状遺構などが密集して検出された。

 2次調査では,精査地区の北半部(・ID～II-143～162G)に,掘立柱建物跡2棟,
 土壙15基,溝状遺構などが密集して検出された。2次調査精査地区は,1次調査精査地区
 の北方174mの地区にあたる。
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 (2)遺跡の層序(第3図,図版2)

 本遺跡の基本的な層序は,1次調査精査地区北端部と中央部の東西壁,2次調査精査地

 区東端部の南北壁によって観察した。遺跡付近の地層は北東から南西にかけて緩傾斜する。

 第Ⅰ層茶褐色微砂水田の耕作土で砂分を含み,20～30cmの厚さで堆積する。第Ⅱ

 層との境界に厚さ3cm前後の滞水層をもつ。

 第Ⅱ層褐色砂質土炭化粒子と遺物を少量含み,10～30cmの厚さで堆積する。

 第Ⅲa層黒褐色粘質土炭化粒子と遺物を多く含む,平安時代の遺物包含層である。厚

 さは5～25cmで北にいくほど深くなる。

 第Ⅲb層暗褐色粘質土炭化粒子と遺物を少量含み,硬くしまっている。遺構の検出地

 域に部分的に5～30cm堆積しているもので,整地層と思われる。

 第Ⅳ層黄褐色粘質土部分的に青灰色を呈し遺物は含まない。遺構の壁や底面をなす。

 第Ⅴ層青灰色シルト色調は全体的に青灰色を呈し,第Ⅳ層に比べ砂分を多く含む。

 一4一



 2遺構(第4・5図)

 1・2次調査で検出された遺構には,掘立柱建物跡14棟,倉庫跡1棟,掘立柱列3列,

 井戸跡2基,土壙41基,溝状遺構などがある。とくに1次調査の精査地区に遺構が多い。

 (1)建物跡・柱列(第6～9図、図版3・4)

 SB14建物跡(第6図)1次調査IA～IF-258～262Gで検出された梁行2間,桁行

 4間の掘立柱建物跡である。東西両面に庇がつき,南北主軸方位は真北を基準としてN-

 6°20'-Wである。身舎の梁行長は3.6m,桁行長は8.4mを測る。柱間距離は,各桁行が

 2.1m(約7尺)等間,身舎梁行南面EB110・513・514が1.8m(約6尺)である。東西両

 面庇の身舎からの幅は1.8m(6尺)である。

 柱穴掘り方は,径45～75cmの円形ないし楕円

 形を呈し,検出面からの深さが40cm前後を測る。

 堀り方部の埋土は暗灰褐色シルトを基調とし,

 柱アタリ部の埋土は炭化粒子を多く含む黒灰褐

 色微砂質粘土である。

 本建物跡柱穴のうち17ヶ所から土器片が出土

 している。内黒土師器坏(第13図3・5～7),

 赤焼土器坏(同図4)などがあり,時期的には

 平安時代10世紀後半頃に属するものである。

 SB201建物跡(第6図)SB14建物跡の南

 1.6mで検出された梁行1間,桁行4間の東西

 に長い掘立柱建物跡である。柱間距離は,梁行

 3.0m(10尺),桁行2.7m(9尺)等間で,桁

 行長は10.8mになる。南北方位はN-9°15'-

 Wで,SB14建物跡よりやや西に振れる。

 柱穴掘り方の大きさや埋土はSB14建物跡と

 同様で,6ヶ所から土器片が出土している。須

 恵器・赤焼土器などがあり10世紀後半に属する。

 SA15柱列(第6図)SB14建物跡の西1.8

 mで検出された5本の柱列である。柱間距離は

 2.1m(7尺)等間で,目隠塀的なものである。

 柱穴掘り方の大きさや埋土はSB14と同様で,

 内黒土師器坏(第13図8)な・どが出土している。

5







 SB202建物跡(第6図)

 SB14建物跡の北西隣で検出

 された3間四方の掘立柱建物跡

 で,東面梁行の柱穴が一部不明

 である。柱間距離は,西面梁行

 が南から2.4・2.1・2.4m,南面

 桁行が2.4m等間となる。南北の

 方位は,N-5°5'-Wを測る。

 柱穴掘り方のうち4ヶ所から

 須恵器(第13図9),赤焼土器

 (同図10)が出土している。

 SB203建物跡(第5図)

 1次調査精査地区北西隅で検

 出された2間四方の倉庫跡と思

 われるもので,北西部の柱穴が

 一部未検出である。柱間距離は

 中央梁行が1.5m等間,南面桁行

 が1.8m等間となる。南北軸の方

 位はN-20°00'-Wを測る。

 柱穴掘り方は隅丸方形を呈し,

 埋土は暗黄褐色粘質土である。3ヶ所に径18cmの角柱根が残っている。土器の出土はない。

 SB484建物跡(第7図)1次調査精査地区東側IP～IT-260～265Gで検出された

 梁行3間,桁行4間の南北に長い掘立柱建物跡である。南側がSK469土壙によって切ら

 れている。柱間距離は梁・桁行ともに2.1m等間である。南北軸方位はN-2°00'-Wを測る。

 柱穴掘り方は隅丸方形を呈し,埋土は暗黄褐色粘質土である。柱穴のうち7ヶ所から須

 恵器(第13図11),赤焼土器(同図12),内黒土師器片が出土している。

 SB459建物跡(第7図)SB484建物跡の南西隅に重複して検出された梁行2間,桁行

 3間の南北に長い掘立柱建物跡である。柱間距離は,北面梁行が束から2.1・1.8m,西面

 桁行が南から1.5・1.8・1.8mを示す。南北軸方位はN-5°00'-Wを測る。柱穴掘り方は

 約25cmと小さく,埋土は黒灰褐色粘質微砂である。2ヶ所から須恵器等が出土している。

 SB482建物跡(第8図)1次調査精査地区南東隅IH～IP-269～273Gで検出され

 た梁行2間,桁行6間の東西に長い掘立柱建物跡である。北面と東西の三面に縁束が付く。
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 身舎梁行長が4.8m,桁行長が15.0mあり,各柱間距離はほぼ2.4mを測る。三方を囲る束

 柱間の距離は0.9～2.1mと不規則である。南北軸方位はN-4°10'-Wを示す。柱穴掘り方

 は30cm前後の円形を呈し,埋土は黒褐色粘質土に第Ⅳ層が混る。遺物は認められない。

 SB483建物跡(第8図)SB482建物跡の南側に重複して検出された梁行2間,桁行4

 間の東西棟の掘立柱建物跡である。柱間距離は東面梁行で北から2.1・2.4m,北面桁行で

 東から2.1・1.6・1.6・1.6mを示す。南北軸方位はN-9°30'-Wである。

 SB444建物跡・SA443柱列(第8図)SB482建物跡の南東に検出された梁行2間,

 桁行3間の掘立柱建物跡と北側の目隠塀と思われるものである。柱間距離は桁行が2.1m等

 間,梁行が1.8～2.1mである。南北軸方位はSB482建物跡と同じである。

 SB438・439建物跡(第8図)SB482建物跡の南西に検出された梁行2間,桁行3間

 の2棟の掘立柱建物跡である。柱穴間の切り合いは認められないが,掘り方埋土はSB438建

 物跡が黒褐色粘質土,SB439建物跡が暗黄褐色微砂を主体とする。南北軸方位は前者が

 N-120'-W,後者がN-3°00'-Wを測る。梁行長は両建物とも3.9mであるが、桁行長

 は前者が1.8m,後者が2.1m等間の3間である。柱穴掘り方は直径25cm前後の円形を呈し,

 両建物合せて7ヶ所から須恵器・赤焼土器・内黒土師器片が出土している。

 SB415・416建物跡(第5図)1次調査精査地区南西隅で検出された重複する2棟の掘

 立柱建物である。SB415建物跡は梁行2問,桁行3間の東西棟で,南方軸方位はN-17°30'

 -W,SB416建物跡は2間四方で,

 方位はN-3°00'-Wを示す。

 SB604建物跡(第9図)2次調

 査精査地区北半IE～IH-144～148

 Gで検出された梁行2間,桁行4間

 の南北に長い掘立柱建物である。南

 北軸方位はN-1°20'-Wを示す。柱

 間距離は,梁行が2.7m等間,桁行が

 北から1.8・1.8・1.5・1.8mである。

 SB650建物跡(第9図)SB604

 建物跡の南西部に重複して検出され

 た梁行2間,桁行3間の南北に長い

 建物跡である。南北軸方位はN-12°

 50'-Wを示す。柱間距離は,梁行が

 2.1m等間,桁行が1.5～2.1mである。
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 (2)井戸跡(第10・11図,図版5・6)

 SE210井戸跡(第10図,図版6)1次調査精査地区の北西隅,SB203倉庫跡の南西11

 m,IE・IF-256・257グリッド第Ⅳ層上面で確認された井戸跡である。整地層と思わ

 れる暗褐色粘質土(第Ⅲb層)に覆われているので,SB14建物跡よりは時期が古くなり.

 SB203倉庫跡とほぼ同じ時期の遺構と推定される。

 掘り方は,東西220cm,南北180cmの不整楕円形を呈し,深さは50cm下までしか全体を掘

 り下げていないので不明である。井側は土圧で歪んでいるが,本来は約90cm四方の方形を

 なしていたものと考えられる。井戸枠組を構成する矢板が縦に2重に打ち込まれているも

 ので,四隅に厚板を用いた隅柱があり,さらにその内側に横桟としての角材が方形に組ま

 れている。また上面には隅柱の外側に横材を方形にわたし補強している。井戸掘り方の埋

 土は暗青灰色粘質土であるが、掘り方上面および井側内には整地層と思われる暗褐色粘質

 土が厚く堆積している。遺構検出当初この整地層を掘り込んでいる柱穴が1個みられた。

 井戸跡の掘り方埋土および整地層から140片の土器が出土している。須恵器坏(第14図

 26～28),赤焼土器坏(29～32),同褻(33),内黒土師器坏などがあり,量的には赤焼

 土器が全体の66%を占める。遺物からみて井戸跡の廃絶時期は10世紀後半頃と推定される。
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 SE18井戸跡(第11図,図版5)1次調査精査地区の中央やや西寄り,SB14建物跡の

 南西3.5m,IH-262グリッド第Ⅳ層直上で検出された井戸跡である。

 掘り方は,東西133cm,南北118cmの隅丸方形を呈し、深さ150cm以上のほぼ垂直な掘り込

 みをもつ。井側は南側が土圧で歪んでいるが,本来は内径約90cm四方の方形をなしていた

 ものと考えられる。井戸枠組を構成する矢板が縦に1～2重に打ち込れているもので,そ

 の内側に厚さ6cmの角材を横桟として底面と中段に2段方形に組んでいる。矢板は厚さ

 1.5cm,幅15cm,現存長100cm前後のものである。遺構検出面から井側底面までの深さが110

 cmを測り,底面には小砂利を敷いている。

 井戸掘り方の埋土は炭化粒子を含む暗青灰色粘土の単一層で,井側内の埋土は第11図の

 ように10層に分けられる。8・10層が炭化した籾の層で,人為的な堆積状況がうかがえる。

 井側内の埋土から出土した遺物には,土器・木製品・布・自然遺物などがある。各層か

 ら遺物が出土するが,とくに1・6・9層に多い。土器は土師器・須恵器・赤焼土器の三

 種があり,合計231片出土している。各々の比率は10:7:83で赤焼土器が多くを占める。

 第13図は埋土6・9・10層出土の主な土器で,13が内黒土師器高台付坏,14～24が赤焼土

 器坏,25が同高台付坏である。赤焼土器坏は口径に比して底径と器高値が少なく,体部か

 ら口縁部にかけて外反する器形で,層位による違いは認められない。底部の切り離しはす

 べて回転糸切り手法によるものである。高台をもつ内黒の土師器坏や口縁部が丸く膨む赤

 焼土器甕の供伴も考慮すれば,これらの土器の時期は平安時代11世紀頃と推定される。

 木製品や自然遺物などについては次節で触れる。

 (3)土壙(第12図,図版6～8)

 前後2次の調査で検出された土壙は41基を数える。土壙の形態や埋土から幾つかのタイ

 プに分類できるが,それらは時期差というよりは性格の違いを示しているようである。土

 壙は単独で検出される場合もあるが,多くは1次調査精査地区中央西寄りや,2次調査精

 査地区中央のように密集して発見される場合が多い。ここでは主たる土壙について述べる。

 SK25土壙(第12図)IJ-260G,SB14建物跡の西方7mで検出された長径184cm,

 深さ15cmの隅丸長方形の土壙である。底面に幾分赤く焼けており,埋土下層に炭化物と灰

 を多く含む。上層から赤焼土器坏や須恵器坏が出土しており,時期は10世紀後半にあたる。

 SK148土壙(第12図)IB・C-268G,SB201建物跡の南方6mで検出された長径23

 cm,深さ23cmの不整楕円形の土壙である。埋土は3層に分かれ,1・2層から土器が112片

 出土している。底部切り離しがヘラ切り手法による須恵器ネ(第16図55・56),「中」の

 墨書がある須恵器坏(57)などが出土しており,時期は10世紀中葉頃にあたる。
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 SK209土壙(第12図,図版7)IL・M-253G,SB202建物跡の北西15mで検出さ

 れた長径170cm,深さ15cmの楕円形の土壙である。埋土は5層に分かれ2・4層から土器

 が13片出土している。赤焼土器坏(第16図53・54,図版15)が主であるが,須恵器坏・甕

 の細片も少量混っている。時期は平安時代10世紀後半頃と推定される。

 SK602土壙(第12図,図版8)2次調査IG-152G,SB650建物跡の南方7mで検

 出された直径97cm,深さ26cmの隅丸方形の土壙である。埋土は黒褐色微砂の単一土層で,

 底面はやや丸味をもって立上る。土壙内から62個体の一括土器が並べられたような状態で

 発見されている。ほとんど供膳形態の坏ないし高台付坏で人為的に埋められたものである。

 SK627土壙(第4図)IH-153G,SB650建物跡の南方10mで検出された長径70cm,

 深ざ10cmの長方形の土壙で,東側が暗渠によって壊されている。埋土は焼成炭化物と骨片

 の混合層である。火葬墓の一種かと思われるが,他に遺物もなく不明な点が多い。

 SK629土壙(第12図)IE・F-15・157G,SB65建物跡の南方15mで検出された

 径192cm,深さ46cmの略円形の土壙である。底面は丸味をもち壁がゆるやかに立上る。

 中央が他の柱穴によって切られているが,埋土は6層に大別される。5層から土器がまと

 まって出土している。内黒土師器坏(第19図131),赤焼土器坏(132～135),須恵器坏・

 甕などがあり,時期は平安時代10世紀後半頃に比定できる。

 SK632土壙(第12図,図版8)II-15・154G,SB650建物跡の南東12mで検出さ

 れた長径196cm,深さ47cmの隅丸方形の土壙である。底面は平らで壁が丸味をもって立上

 る。東端が未調査であるが,埋土は6層に大別される。4・5層から土器がまとまって出

 土している。内外面に黒色化処理が施されている土師器壺(第19図136),同坏赤焼土器

 坏(37～143),須恵器甕などがあり,時期は平安時代11世紀頃に比定される。

 (4)その他の遺構(第5図,図版3・7)

 SK441土壙・SD235溝状遺構(第5図,図版7)1次調査精査地区北東部で検出され

 た検出長9.4m,最大幅4.5m,深さ40～72cmの不整楕円形の落ち込みと,そこから南西に

 26m程延びる幅60cm,深さ30cm前後の溝状遺構である。SD235溝跡はSK441落ち込みに行

 く程深くなっており,SE18井戸跡からの水の取入用とも考えられる。SK441落ち込みの

 埋土は7層に分けられ,下層にゆく程グライ化が強い。池の可能性も考えられる。

 SA204板列(図版3)1次調査精査地区の南西20m、50P～R-266～275Gで検出され

 長さ30mの板列である。幅40cm、深さ30cm前後の溝状の掘り方のほぼ中央に,幅18cm程の

 板材を1列に埋め込んでいるもので,約し8m毎に横方向の板材がある。板列の方向はN-

 12°-Wを指す。時期はSK205土壙出土の遺物からみて10世紀後半頃と考えられる。
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 3遺物

 後田遺跡の2次にわたる発掘調査で出土した遺物は,整理箱にして約137箱分である。こ

 のうち土器が130箱と大半を占め,箸や曲物などの木製品,仏像などの金属製品も出ている。

 (1)建物跡出土の土器(第13図,表1,図版9)

 15棟のうちSB203・483・482・444建物跡を除く11棟の建物跡の柱穴埋土から少量ず

 つ土器が出土している。土師器・須恵器・赤焼土器の三種があり赤焼土器が量的に多い。
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 (2)井戸跡出土の遺物(第14・23図,表2,図版10・19)

 SE18・210井戸跡出土遺物のうち土器については述べてあるので,ここではSE18井戸

 跡出土の木製品や自然遺物について述べる。

 木製品は50点程出土している。ほとんどが井側埋土6・9・10層から検出されたもので

 ある。箸(第17図214～225),下駄(206),曲物底板(207・208),斎串(210・211),
 木椀(213),性格不明の木製品(209)などがある。木椀はロクロ挽きによる。斎串はS
 K441土壙のものも含め3点出土しており注目される。このほか埋土9層から麻布断片が

 1点出土している(図版19-228)。大きさは幅12cm,長さ26cmを測る。

 自然遺物としてクルミなどの竪果類(図版19-244),ヒョウタン仲間類・メロン仲間類
 に属する種子などがある。SE18井戸跡の埋土は整理箱に10箱程整理室に持ち帰ってきて
 おり,今後さらに自然遺物の種類や量が増加するものと思われる。
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 (3)土壙出土の遺物(第15～19図,表3～7,図版11～15)1

 1次調査で検出された26基の土壙のうち22基から土器等の遺物が出土している。ここで

 は前節で触れ得なかった土壙について少し記述する。

 SK19土壙からは,104片の土器が出土している。内黒の土師器高台付坏(第16図51),

 赤焼土器坏(52),須恵器細片などがあり,時期は平安時代10世紀後半頃に比定できる。

 SK205土壙からは,90片の土器が出土している。須恵器壼(第16図59),回転糸切り離

 しによる須恵器坏(60),赤焼土器坏(62・63)等があり,時期は10世紀後半にあたる。

 SK441土壙(落ち込み遺構)からは,555片の土器が出土している(第15図,図版11)。

 土師器甕(34),内面ないし内外面に黒色化処理が施されている高台付坏(35～38),須

 恵器甕(39),赤焼土器坏(41～49),同堝(50)等があり,時期は10世紀後半から11世紀

 までの幅をもつ。このほか木製品として斎串(第23図212)が1点出土している。
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 SK602土壙出土の土器(第17・18図,表5,図版13・14)本土壙からは62個体の一括

 土器および177の土器細片が出土している。土器片の多くは一括土器に伴うものと思われるが,

 須恵器13片と赤焼土器甕3片だけは接着するものがなく,性格を別に考える必要がある。

 62個体の土器の内訳は,黒色化処理を施した土師器高台付坏(第18図67・70・72・74)

 10点,赤焼土器坏(77～126)50点,同高台付坏(127)1点,同高台付皿(128)1点とな

 る。量の多い赤焼土器坏を口径によって4分し,その外形をみたものが第17図である。

 各類の口径の計測値は,おおよそAI類(120～128mm),A2類(129～133mm),A3類

 (134～139mm),A4類(140～146mm)となる。底部の切り離しはすべて回転糸切り技法

 によるもので,内外面ともヘラミガキやヘラケズリ等の再調整は認められない。各個体に

 おける外形の若干の差異はロクロ水挽き段階で生じたものと思われ,大きさによる企画の

 違いはうかがえても,基本的には同一の製作手法と考える方が妥当である。本土壙出土の

 土器群の時期は,全体として平安時代後半11世紀代頃に想定される。
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 2次調査検出土壙の土器(第19図,表6,図版5)2次調査で検出された土壙15基のう

 ち12基から土器が出土している。各土壙とも土器の出土量が多く,赤焼土器坏を主体とし

 ながらもすべて,内黒土師器と須恵器を供伴しているのが特徴である。土器の製作技法等か

 らほとんど同一時期(平安時代10世紀後半から11世紀頃)に比定できる。

 (4)溝状遺構出土の土器(第20図,表7,図版16)内面に漆が付着している赤焼土器
 (第20図155・157),緑釉陶器(163・164),手付水瓶と思われる灰釉陶器(165)など

 が注目される。溝状遺構出土の土器は,全体的に時期的な幅が大きい。
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 (5)墨書・ヘラ描文字土器(第21図,表8,図版17)

 (6)その他の遺物(第22図,表9,図版18)平瓦(第22図186・187),漆塗土器(188

 ～192),内面に金泥塗りの須恵器(193),緑釉陶器(194～196),風字硯(200～202)

 等がある。226は銅製の地蔵菩薩座像で鋳造品である。1次調査精査地区北西隅IG-256

 Ⅲ層から単独で出土したもので,時期的には江戸時代まで下る可能性をもつ。
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 Ⅲ俵田遺跡

 1調査の経過(第24図,図版20)

 俵田遺跡は,山形県飽海郡八幡町大字岡島田字俵田および扇田に所在し,岡島田部落の

 すぐ南方に位置する。古くから土器などが出土することで知られていたが,正式には後田

 遺跡と同じく昭和48年に山形県教育委員会が実施した分布調査によって確認されたもので

 ある。地形的には庄内北部河間低地にあたり,標高10m前後の微高地に立地する。地目は

 ほとんど水田であるが,一部道路敷や神社地も含まれる。

 この地域に昭和53年から庄内総合パイロット事業がかかることになったため,県教育委

 員会が関係諸機関と協議の結果,パイロット事業の年次に合わせ,事前に発掘調査を実施

 することになったものである。調査は山形県教育委員会が主体になり,八幡町教育委員会

 の協力を得て,昭和53年4月17日から同年6月9日までの実質34日間行なった。

 発掘区の地区割りは,太田神社南西隅の農道基準杭を仮原点にし,南北軸線を磁北方向

 に取っている。グリッドの最小単位は2m四方である。調査はまず対象地区全体を50m毎

 に坪掘りし,つぎに幅2mのトレンチ掘りを行なって,最終的に4つの精査地区を設けた。

 2遺構と遺物(図版20～22)

 調査の結果,平安時代に属する竪穴住居跡1棟,掘立柱建物跡2棟,土壙数基,溝状遺

 構7条などが検出された。遺構および遺物は4つの精査地区のうち中央区にもっとも多い。

 ST1住居跡は,南精査地区で検出されたもので,長径4.34m,短径2.92mの隅丸方形

 を呈する。遺構検出面から床面までの深さは,上面が水田耕作等によって削平されている

 ためか,最深部で6cmと浅い。主軸の方位は真北に対しE-18°00'-Nを測る住居跡中央

 やや北西寄りに地床炉と思われる焼土があり,主柱穴は7本で構成される。床面ないし床

 面直上から,約10個体分の須恵器坏,赤焼土器坏,同甕等が出土している。時期は平安時

 代10～11世紀頃と推定される。

 SB24・25建物跡は,中央精査地区で検出された2棟の掘立柱建物跡である。両建物と

 も梁行2間,桁行3間で構成されるようであるが,柱間距離が2.4～3.0mと大きい。柱穴

 の中には一部柱根を有するものもある。建物跡付近からは須恵器坏・甕,赤焼土器坏・甕

 等が出土している。須恵器坏は口径に比して底径の大きいもので,底部切り離しはヘラ切

 りと回転糸切りの2種類がある。時期は平安時代9世紀後半頃と推定される。

 このほか遺物として箸・火切臼・漆器等の木製品,土錘・紡錘車,「西」と読める墨書

 土器なども出土している。時期はほとんどが平安時代に推定される。
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 Ⅳまとめ
 本書には山形県教育委員会が昭和53・54年度に実施した八幡町後田遺跡と同俵田遺跡の

 報告を掲載した。最上川右岸から日向川までの平野部には,平安時代の出羽国府と考えら

 れてる城輪柵跡を中心として,おおよそ東西4,320m(約36町),南北7,920m(駒66町)の地

 割りが想定され,その中に地方官衙や掘立柱建物群が計画的に配置されたようである。

 後田遺跡は、城輪柵跡内郭から南に360m(3町),東に1,200m(10町)の場所に位置し,

 寺院跡などの公的施設と考えられる堂の前遺跡の南西240m(2町)にあたる。後田遺跡で

 検出された遺構は,整地層の上下関係や出土遺物の検討から3つの時期に大別できる。

 第1期(10世紀中葉)は整地層の下面から検出される遺構を主とするもので,SB203・

 484建物跡,SE210井戸跡などがある。柱穴の埋土は暗黄褐色粘質土で,掘り方が70cm前

 後と大きい。建物跡の主軸方向は真北に対し20度西に振れる。SK124・148土壙,SD207

 溝状遺構も出土土器からみ亡ほぼ同じ時期にあたる。「中」の墨書のある須恵器坏も本期の

 遺構に多い。

 第Ⅱ期(10世紀後半)は整地層を掘り込んで作られている遺構を主とす'るもので,SB

 14・201・202建物跡などがある。柱穴の埋土は暗灰褐色微砂を基本とし,掘り方の大きさ

 は50cm前後である。建物跡の主軸方向は真北に対し6～9度西に振れる。SD40・234・235

 溝状遺構,SK441落ち込み遺構,SK19・25・205・209・629土壙も出土土器からみてほ

 ぼ同じ時期にあたる。SB14建物跡付近からは風字硯や緑釉陶器,金泥塗りの須恵器坏等

 が出土しており,この時期の中心的な建物であったことがうかがえる。

 第Ⅲ期(11世紀)は整地層が認められない場所の遺構を主とするもので,SB482・438・

 439・444・459・416・604建物跡などがある。柱穴の埋土は黒褐色粘質土に黄褐色微砂が湿

 るもので,掘り方が30cm前後と小さい。建物跡の主軸方向は真北に対し1～4度西に振れ

 る。SE18井戸跡・SK441・602・632土壙も同じ時期にあたる。

 1次調査精査地区の南西で長さ20mにわたって検出されたSA204板列がある。掘り方内

 から土器の出土がないため遺構の時期は不明であるが,第Ⅱ期に属するSK205土壙によ

 って切られていることから,第Ⅱ期ないし第Ⅰ期の遺構と考えられる。SA204板列はさら

 に北へ57m延長したグリッドでも検出されており,第Ⅰ・Ⅱ期の建物跡をとり囲む板塀の

 ような施設の基部をなすものと考えられる。同様な板塀は堂の前遺跡にもみられる。

 後田遺跡は,平安時代10世紀中葉から11世紀にかけての堂の前遺跡等と関連する計画的

 な施設と推定される。一方俵田遺跡は平安時代9世紀から10世紀前半頃を主体とする一般的

 な集落跡と考えられ,竪穴住居跡の存在なども含め時期や性格について分析が必要である。
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